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多多メメデディィアア・・多多チチャャンンネネルル化化のの進進むむ中中、、生生活活者者はは新新ししいい環環境境にに着着実実にに適適応応。。メメデディィ

アア接接触触にに、、よよりり多多くくのの時時間間ををかかけけるる一一方方、、ネネッットトななどどのの新新メメデディィアアとと既既存存メメデディィアアをを、、

ううままくく使使いい分分けけてていいるるここととがが明明ららかかににななっったた。。  

    

博博報報堂堂研研究究開開発発局局でではは首首都都圏圏・・関関西西圏圏550000人人ののメメデディィアア関関連連行行動動やや意意識識ににつついい

てて徹徹底底調調査査をを行行ななっったた。。同同調調査査でではは、、自自宅宅ででネネッットトをを利利用用ししてていいるる層層（（ネネッットト利利用用者者））

とと利利用用ししてていいなないい層層（（ネネッットト非非利利用用者者））ととののメメデディィアア接接触触のの差差異異等等をを分分析析。。特特にに、、現現在在

ののメメデディィアア接接触触のの過過半半をを占占めめるる「「既既存存メメデディィアアへへのの接接触触のの変変化化」」とと「「新新メメデディィアアへへのの接接

触触がが及及ぼぼすす影影響響」」とといいうう視視点点でで分分析析ししたた。。  

ここのの結結果果、、ネネッットト利利用用時時間間がが増増大大ししててもも、、接接触触状状況況やや利利用用意意識識のの点点でで、、重重ななりり//競競

合合すするるとといいううよよりりはは、、むむししろろ、、「「目目的的接接触触」」「「情情報報発発信信へへのの参参加加」」ななどど新新ししいい目目的的ををももっっ

てて使使わわれれてていいるるここととををがが明明ららかかににななっったた。。  

ここれれにによよりり、、多多メメデディィアア環環境境ととはは、、新新旧旧メメデディィアアがが互互いいにに補補完完ししああっってて、、よよりり高高度度なな

ももののととししてて活活用用さされれてていいくく「「多多メメデディィアア共共棲棲生生活活」」ででああるるとと分分析析ししてていいるる。。  

  

博博報報堂堂でではは、、ここのの調調査査結結果果ををささららにに分分析析、、今今後後ももデデーータタのの充充実実ををははかかるるととととももにに、、

実実際際のの広広告告･･ママーーケケテティィンンググののププラランンニニンンググにに活活用用ししてていいくく方方針針。。  
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““IITT 化化””にによよるる多多メメデディィアア環環境境ににのの進進展展にに伴伴ううよよくくああるる疑疑問問点点ににいいててはは、、今今回回のの調調査査

結結果果はは以以下下ののよよううにに示示ししてていいるる。。  

  
Q1.ネットは情報量が多すぎて混乱するのでは？ 

→×   

生活者の多数は、より多くの情報を望んでいる。ネット利用者はもとより、

非利用者も情報の「浅く広く」志向は高い。 
 

Q2.ネットを使っていると、その分、既存メディアには接触しなくなるのでは？ 

  →×  

既存メディア接触量の減少分はネット利用時間の１／３程度。ネット利用

者は既存メディアへの接触をできるだけ維持しながら、新たにネットとい

うメディアにも接触しようと時間をやりくりしている様子がうかがえる。 
 

Q3.既存メディアはもういらないと思っているのでは？ 

→×  

ネット利用への意向はたしかに高いが、新聞やＴＶといった既存メディア

に対しての接触増加意向も高い。また接触態度も既存メディアの「日常接

多多メメデディィアア環環境境でで、、生生活活者者はは既既存存メメデディィアアとと新新メメデディィアアををううままくく使使いい分分けけてていいるる。。  

博博報報堂堂、、生生活活者者調調査査結結果果をを発発表表。。  



触」に対して新メディアは「目的接触」。どちらか一方・両立しないものとし

てではなく、いままでのメディアでできなかった機能を補完してくれるもの

としてとらえている様子。 
 

Q4.新しいものだと思ってはじめても、ネットには飽きるのでは？ 

→×   

ネット利用者ほど、もっとネットへの接触を増やしたいと思っている。同様

の傾向は有料多チャンネル層にもいえ、導入したら飽きる、というもので

はない様子。 
 

Q5.買い物のしかたやモノの選び方も変わるのでは？ 

  →○  

自動車購入／オンライントレードなど、商品によってはネットの占める位

置づけが大きくなりつつある。特に今までのメディアが不得意としていた

資料請求･購入といったインタラクティブな領域での積極活用意向が特徴

的。 

 

 

この調査に関する詳しい内容については、博報堂 研究開発局 
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